
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度、市の予算はどのように執行されたのか？ 

■平成２４年度決算特別委員会  

…９月３日から２５日まで開催されていた２５年

第３回定例会にて平成 24 年度決算について審議す

る特別委員会が開催されました。決算特別委員会は

代表の議員のみが参加し、審議を行う自治体もある

なか、当市においては議員全員が特別委員となり審

議を行います。  

平成 24 年度決算は尾崎市長が初めて一から手が

け、提案された予算を執行した結果のもの。決算特

別委員会の冒頭の市長からの「決算に伴う市政報

告」では各会計の概要報告のあと、全般に関して右

記のコメントが出されました。  

･･･２日間にわたり様々な審議が行われたあと、賛

成多数で平成 24 年度決算は認定されました。決算

の内容は市報並びに市のホームページでも発表さ

れますが、ここでは他自治体が行なっている『市民

目線での決算報告』を参考に和地ひとみが作成した

概要をお知らせします。  

（裏面参照）  

また、今回の決算に対し、和地ひとみの所属する会

派から賛成の立場で行った討論の内容は下記のと

おりです。  
 
 

 

～平成 24年度決算に伴う市政報告より～（趣旨） 

平成 24 年度は市長就任の２年目の年度であったが、東日

本大震災の影響が残る中、また、景気の先行き等が不透明

な中、観光事業を推進するなど、市の活性化に努めるととも

に持続可能な市政の実現に向け、市政運営を行ってきた。

歳入では「第４次行政改革大綱」に基づく取組みとして、コン

ビニ収納等の新たな対策に取り組むことにより、収納状況の

改善が図られ、市税については、前年度の決算水準を上回

る額となった。また、歳出においては、事務事業の見直しによ

る経費の抑制や削減に努めたが、障害者福祉費や児童福

祉費等の扶助費は増加を続けており、今後についても、その

動向が市財政にとって懸念されるところとなっている。市財政

については、決算収支の積立基金の増加等により、全体的

に健全性が維持されていると考えるところだが、扶助費等の

経常的経費は増加を続けており、市税が抱える課題の対応

にあたっては、その財源の確保に今後も厳しさが見込まれる

ところだ。私としては、今後においても行政改革の取組みを

着実に実行し、持続性のある行財政運営の定着に努め、開

かれた市政の中、市の活性化と市民サービスの向上を図っ

てまいりたいと考えている。 

 

■和地ひとみ所属会派の平成 24年度決算に対する討論内容 
 
平成 24年度東大和市一般会計決算他 5特別会計決算に賛成の立場で討論を行います。 

さて、今回の決算は、尾崎市政が初めて提案された予算に対するものであります。 

景気の低迷による個人所得の減少、震災や円高等の影響といった現実の壁に直面し、市長ご自身の理念・理想

と現実のすり合わせに腐心されながらも、観光事業の推進や庁舎耐震診断などの独自施策を行うとともに、  

タウンミーティングを積極的に行うなど、説明責任を全うしようとした姿勢は評価できるものであります。 

ただ、あえて苦言を申し上げるならば、このほか、こまごまとした独自施策は認められるものの、列挙した観

光などの施策以外は、これぞ「尾崎市政」とうならせられる施策は少なかったことは残念である、ということ

であります。 

また、今後は、もっとリーダーシップを如何（いかん）なく発揮され、前市政が積み残した課題を、果敢に、

徹底的に、そして、一気呵成に解決されることを望みます。 

さらには、昨年も申し上げましたが、現状に留まることなく、もっと自主財源を生み出す施策を講じていく  

こと、公会計の整備を早急に行うことを求めて、討論と致します。 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年１０月２７日 
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【プロフィール】 

１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップを発揮し、
小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は
群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・
生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパ
ーマーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で
初の女性店長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から
見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出
身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員とし
て、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0005 東大和市高木３－２７４－２－１０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 


